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情報処理技術者試験とは？

「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が、
情報処理技術者としての「知識・技能」が一定以上の水準で
あることを認定している国家試験

１．情報処理技術者に目標を示し、刺激を与えることに
よって、その技術の向上に資すること。

２．情報処理技術者として備えるべき能力についての水準を
示すことにより、学校教育、職業教育、企業内教育等に
おける教育の水準の確保に資すること。

３．情報技術を利用する企業、官庁などが情報処理技術者の
採用を行う際に役立つよう客観的な評価の尺度を提供し、
これを通じて情報処理技術者の社会的地位の確立を図る
こと。

試験の目的
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応募者数累計
1990万人超！

（2018/9時点）
試験区分一覧
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出典：「ITpro」(現 日経xTECH)
http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/column/17/073100321/080900003/

[IT資格実態調査] これから取得したい資格

「ITPro」(現 日経xTECH)

ITpro編集部が上げたIT資格(45種類)の中から、
取りたいと思う資格を最大三つ選んでもらった結果
調査実施期間：2017年7月7日～7月24日
回答者数：417人。
所属企業はユーザー企業が130人、IT企業が243人、

その他が44人、年齢は、20代以下32人、30代119人、
40代161人、50代88人、60代以上17人。
なお、回答者のうち241名が「基本情報技術者」、
190名が「応用情報技術者」を保有している。

上位8位までを
情報処理技術者試験
が占める！
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エンベデッドシステムスペシャリスト試験(ES) ～組込みシステムの腕利きエンジニア～

自動車、家電、モバイル機器などに搭載する組込みシステムを、ハードウェアとソフトウェアを適切に組
み合わせて構築し、求められる機能・性能・品質・セキュリティなどを実現できる組込みエンジニアを目
指す方に最適です。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 記述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：3問
解答数：2問

出題数：2問
解答数：1問

試験日 春期（4月）

対象者像
高度IT人材として確立した専門分野をもち、組込みシステム開発に関係する広い知識や技能を活用し、最
適な組込みシステム開発基盤の構築や組込みシステムの設計・構築・製造を主導的に行う者

合格率 17.9％

期待する技術水準
要求される機能、性能、品質、信頼性、セキュリティなどをハードウェアへの要求とソフトウェアへの要
求に適切に分解し、最適な組込みシステムとして実現するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) 機能仕様に基づき、ハードウェアとソフトウェアの適切な組合せを実現し、組込みシステム開発にお
ける各工程を主導的に遂行できる。

(2) 特定の技術・製品分野についての高度で専門的な知識、開発経験を基に、開発する当該分野の専門家
から技術上の知識を獲得して、組込みシステム開発の各工程に反映できる。

(3) 組込みシステム開発を行う上で効果的な開発環境の構築と改善ができる。

（2017年度実績）
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平成30年度春期
エンベデッドシステムスペシャリスト試験 午後Ⅰ問題
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ネットワークスペシャリスト試験(NW) ～ ネットワーク社会を担う花形エンジニア ～

ネットワークの固有技術からサービス動向まで幅広く精通し、目的に適合した大規模かつ堅牢なネット
ワークシステムを構築し運用できるネットワークエンジニアやインフラ系エンジニアを目指す方に最適で
す。

対象者像
高度IT人材として確立した専門分野をもち、ネットワークに関係する固有技術を活用し、最適な情報シス
テム基盤の企画・要件定義・開発・運用・保守において中心的な役割を果たすとともに、固有技術の専門
家として、情報システムの企画・要件定義・開発・運用・保守への技術支援を行う者

期待する技術水準
目的に適合したネットワークシステムを構築・維持するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) ネットワーク技術・ネットワークサービスの動向を広く見通し、目的に応じて適用可能な技術・サー
ビスを選択できる。

(2) 企業・組織、又は個別アプリケーションの要求を的確に理解し、ネットワークシステムの要求仕様を
作成できる。

(3) 要求仕様に関連するモデリングなどの設計技法、プロトコル技術、信頼性設計、セキュリティ技術、
ネットワークサービス、コストなどを評価して、最適な論理設計・物理設計ができる。

(4) ネットワーク関連企業（通信事業者、ベンダ、工事業者など）を活用して、ネットワークシステムの
構築・運用ができる。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 記述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：3問
解答数：2問

出題数：2問
解答数：1問

試験日 秋期（10月）

合格率 13.6％

（2017年度実績）
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データベーススペシャリスト試験(DB) ～ビッグデータ時代に求められる、データ志向の担い手～

企業活動を支える膨大なデータ群を管理し、パフォーマンスの高いデータベースシステムを構築して、顧
客のビジネスに活用できるデータ分析基盤を提供するデータベース管理者やインフラ系エンジニアを目指
す方に最適です。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 記述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：3問
解答数：2問

出題数：2問
解答数：1問

試験日 春期（4月）

対象者像
高度IT人材として確立した専門分野をもち、データベースに関係する固有技術を活用し、最適な情報シス
テム基盤の企画・要件定義・開発・運用・保守において中心的な役割を果たすとともに、固有技術の専門
家として、情報システムの企画・要件定義・開発・運用・保守への技術支援を行う者

合格率 14.5％

期待する技術水準
高品質なデータベースを企画、要件定義、開発、運用、保守するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) データベース技術の動向を広く見通し、目的に応じて適用可能な技術を選択できる。
(2) データ資源管理の目的と技法を理解し、データ部品の標準化、リポジトリシステムの企画・要件定

義・開発・運用・保守ができる。
(3) データモデリング技法を理解し、利用者の要求に基づいてデータ分析を行い、正確な概念データモデ

ルを作成できる。
(4) データベース管理システムの特性を理解し、高品質なデータベースの企画・要件定義・開発・運用・

保守ができる。

（2017年度実績）
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ITストラテジスト試験(ST) ～ 経営とITを結びつける戦略家 ～

経営戦略に基づいてIT戦略を策定し、ITを高度に活用した事業革新、業務改
革、及び競争優位を獲得する製品・サービスの創出を企画・推進して、ビジ
ネスを成功に導くCIOやCTO、ITコンサルタントを目指す方に最適です。

対象者像
高度IT人材として確立した専門分野をもち、企業の経営戦略に基づいて、ビジネスモデルや企業活動にお
ける特定のプロセスについて、情報技術を活用して改革・高度化・最適化するための基本戦略を策定・提
案・推進する者。また、組込みシステムの企画及び開発を統括し、新たな価値を実現するための基本戦略
を策定・提案・推進する者

期待する技術水準
事業企画、業務改革推進、情報化企画、製品・サービス企画などの部門において、情報技術を活用した基
本戦略の策定・提案・推進を遂行するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) 事業環境分析、情報技術動向分析、ビジネスモデル策定への助言を行い、事業戦略を策定又は支援できる。
また、事業戦略の達成度を評価し、経営者にフィードバックできる。

(2) 対象となる事業・業務環境の調査・分析を行い、情報システム戦略や全体システム化計画を策定できる。ま
た、情報システム戦略や全体システム化計画を評価できる。

(3) 対象となる事業・業務環境の調査・分析を行い、全体システム化計画に基づいて個別システム化構想・計画
を策定し、適切な個別システムを調達できる。また、システム化構想・計画の実施結果を評価できる。

(4) 情報システム戦略や改革プログラム実施の前提条件を理解し、情報システム戦略実現のモニタリングとコン
トロールができる。また、情報システム戦略実現上のリスクについて、原因分析、対策策定、対策の実施な
どができる。

(5) 新たな組込みシステムの開発に関し、関連技術動向、社会的制約・要請、知的財産などの分析結果に基づき、
競争力のある組込みシステムを企画するとともに、付加価値、拡張性、柔軟性などを踏まえ、その展開戦略
や開発戦略を策定・推進できる。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 論述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：4問
解答数：2問

出題数：3問
解答数：1問

試験日 秋期（10月）

合格率 14.7％

組込みシステム
の出題あり！

（2017年度実績）
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システムアーキテクト試験(SA) ～ 業務とITのグランドデザイナー ～

システム開発の上流工程を主導する立場で、豊富な業務知識に基づいて的確な
分析を行い、業務ニーズに適した情報システムのグランドデザインを設計し完
成に導く、上級エンジニアを目指す方に最適です。

対象者像
高度IT人材として確立した専門分野をもち、ITストラテジストによる提案を受けて、情報システム又は組
込みシステムの開発に必要となる要件を定義し、それを実現するためのアーキテクチャを設計し、情報シ
ステムについては開発を主導する者

期待する技術水準〔組込みシステム〕
システムアーキテクトの業務と役割を円滑に遂行するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) 対象とする組込みシステムが用いられる環境条件や安全性などの品質要件を吟味し、実現すべき機能
仕様を決定できる。

(2) 対象とする組込みシステムの機能仕様に基づき、ハードウェアとソフトウェアの適切な組合せを設計
し、それぞれの要求仕様としてまとめることができる。

(3) リアルタイムOSに関する深い知識と汎用的なモジュールに対する知識を有し、ソフトウェア資産の
再利用可能性の検討や、適切な活用ができる。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 論述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：4問
解答数：2問

出題数：3問
解答数：1問

試験日 秋期（10月）

合格率 12.7％

組込みシステム
の出題あり！

（2017年度実績）



Copyright© 2018 IPA, All Rights Reserved

情報処理安全確保支援士試験(SC) ～ ITの安全・安心を支えるセキュリティの番人～

情報システムや組織に対する脅威や脆弱性を評価し、技術面・管理面での有効な対策を遂行できるセキュ
リティエンジニアや情報システム管理者を目指す方に最適です。

対象者像 サイバーセキュリティに関する専門的な知識・技能を活用して企業や組織における安全な情報
システムの企画・設計・開発・運用を支援し，また，サイバーセキュリティ対策の調査・分析・評価を行
い，その結果に基づき必要な指導・助言を行う者

期待する技術水準
情報セキュリティ技術の専門家として、他の専門家と協力しながら情報セキュリティ技術を適用して、セ
キュアな情報システムを企画・要件定義・開発・運用・保守するため、次の知識・実践能力が要求される。

(1) 情報システム又は情報システム基盤のリスク分析を行い、情報セキュリティポリシに準拠して具体的な情報
セキュリティ要件を抽出できる。

(2) 情報セキュリティ対策のうち、技術的な対策について基本的な技術と複数の特定の領域における応用技術を
もち、これらの技術を対象システムに適用するとともに、その効果を評価できる。

(3) 情報セキュリティ対策のうち、物理的・管理的な対策について基本的な知識と適用場面に関する技術をもつ
とともに、情報セキュリティマネジメントの基本的な考え方を理解し、これを適用するケースについて具体
的な知識をもち、評価できる。

(4) 情報技術のうち、ネットワーク、データベース、システム開発環境について基本的な知識をもち、情報シス
テムの機密性、責任追跡性などを確保するために必要な暗号、認証、フィルタリング、ロギングなどの要素
技術を選択できる。

(5) 情報システム開発における工程管理、品質管理について基本的な知識と具体的な適用事例の知識、経験をも
つ。

(6) 情報セキュリティポリシに関する基本的な知識をもち、ポリシ策定、利用者教育などに関して、情報セキュ
リティ管理部門を支援できる。

(7) 情報セキュリティ関連の法的要求事
項などに関する基本的な知識をもち、
これらを適用できる。

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

試験時間
9:30～10:20
(50分)

10:50～11:30
(40分)

12:30～14:00
(90分)

14:30～16:30
(120分)

出題形式 四肢択一 四肢択一 記述式 記述式

出題数
解答数

出題数：30問
解答数：30問

出題数：25問
解答数：25問

出題数：3問
解答数：2問

出題数：2問
解答数：1問

試験日 春期(4月)・秋期(10月)

合格率 16.7％ （2017年度実績）
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IoTシステムの
セキュリティの出題！

平成30年度秋期
情報処理安全確保支援士試験 午後Ⅰ問題
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5

情報処理安全確保支援士制度について

国家資格「情報処理安全確保支援士（登録セキスペ）」

2018年10月1日付登録人数：合計17,360名
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ITパスポート試験(IP) ～ あなたのIT力を証明する国家試験 ～

対象者像
職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識をもち、情報技術に携わる業務に就くか、
担当業務に対して情報技術を活用していこうとする者

期待する技術水準
職業人として、情報機器及びシステムの把握や、担当業務の遂行及びシステム化を推進するために、次の
基礎的な知識が要求される。

(1) 利用する情報機器及びシステムを把握するために、コンピュータシステムやネットワークに関する知
識をもち、オフィスツールを活用できる。

(2) 担当業務を理解するために、企業活動や関連業務の知識をもつ。また、担当業務の問題把握及び必要
な解決を図るために、システム的な考え方や論理的な思考力をもち、かつ、問題分析及び問題解決手
法に関する知識をもつ。

(3) 安全に情報を活用するために、関連法規や情報セキュリティに関する各種規定に従って活動できる。
(4) 業務の分析やシステム化の支援を行うために、情報システムの開発及び運用に関する知識をもつ。

試験時間 120分

出題形式 四肢択一

出題数 100問

試験日 毎月1回～複数回

合格率 50.4％

試験会場 全国約100箇所

(例：東京)
池袋、新宿、代々木、渋谷、田町
御茶ノ水、丸の内、秋葉原、銀座

iパスを活用することにより
ITを活用した改善の話し合い

が可能となります。

現場社員

経営幹部
社員

（2017年度実績）
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第4次産業革命に対応したITパスポート試験の改訂

政府は「未来投資戦略2018」を閣議決定（2018年6月15日）

http://www.kantei.go.jp.cache.yimg.jp/jp/headline/seicho_senryaku2013.html

全ての社会人が持つべき「ITリテ
ラシー」についての基準策定

「ITリテラシー」を認定するため
に「ITパスポート試験」を拡充

企業の採用選考や従業員の処遇に
おいてAI・IT等に関する能力の反
映を促し

「ITパスポート試験」を改訂（iパス4.0）
～全ての社会人に必要な第4次産業革命に関連した新技術等の出題強化～

IPAプレスリリース（2018年8月6日）https://www.ipa.go.jp/about/press/20180806.html

iパスの出題範囲、シラバスなどの見直し及び新技術に対応した出題の強化実施
（2019年4月の試験から）



Copyright© 2018 IPA, All Rights Reserved

試験名称 レベル 試験日 午前 午後 技術水準
合格率

（2017年度）

情報セキュリティマネジメント試験 Lv.2 4月
10月

四肢択一
50問

（90分）

多岐選択式
3問／3問
（90分）

情報システムの利用部門において情報
セキュリティが確保された状況を実現し、
維持・改善することができる。

58.4％

基本情報技術者試験 Lv.2 4月
10月

四肢択一
80問

（150分）

多岐選択式
7問／13問
（150分）

上位者の指導の下、システムの設計・開
発・運用、ソフトウェアの開発ができる。 22.1％

応用情報技術者試験 Lv.3 4月
10月

四肢択一
80問

（150分）

記述式
5問／11問
（150分）

システムの設計・開発・運用・保守におい
て、上位者の方針を理解し、自ら技術的
問題を解決できる。

21.0％

試験名称 試験日
午前Ⅰ
(50分)

午前Ⅱ
(40分)

午後Ⅰ
(90分)

午後Ⅱ
(120分)

合格率
(2017年度)

プロジェクトマネージャ 4月

四肢択一
30問

四肢択一
25問

記述式
2問/3問

論述式
1問/2問

13.1％

システム監査技術者 4月 15.1％

ITストラテジスト 10月 記述式
2問/4問

論述式
1問/3問

14.7％

システムアーキテクト 10月 12.7％

ITサービスマネージャ 10月
記述式

2問/3問
論述式

1問/2問
13.6％

試験名称(スペシャリスト系) 試験日
午前Ⅰ
(50分)

午前Ⅱ
(40分)

午後Ⅰ
(90分)

午後Ⅱ
(120分)

合格率
(2017年度)

データベーススペシャリスト 4月 四肢択一
30問

四肢択一
25問

記述式
2問/3問

記述式
1問/2問

14.5％

エンベデッドシステムスペシャリスト 4月 17.9％

ネットワークスペシャリスト 10月 13.6％

情報処理安全確保支援士 4月
10月

16.7％

情報処理技術者試験・情報処理安全確保支援士試験のご紹介
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情報処理技術者試験の詳細についてはWebサイトにて紹介しております。
受験の申込みもWebサイトからできます。ぜひ、ご覧ください。

■ 情報処理技術者試験・情報処理安全確保支援士試験
https://www.jitec.ipa.go.jp/index.html

■ ITパスポート試験
https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/index.html


